


囁センタ ー 長挨拶

「2018年度はプライマリ・ケア元年」

総合診療専門医が19番目の専門医として認められ、研修制度が始まり

ました。色々な課題は山積みですが、まずは専門医のための後期研修制度

がスタ ー トできたことは大変喜ばしいことです。加えて、へき地研修の指定

については県議会でも取り上げられ、県 知事も自ら答弁するほどの話題とな

り、その結果、秩父地域だけでなく 、北部地域（熊谷、本庄、深谷など）、利根

地域（行田、加須、久喜、蓮田など）も医師数の少ない地域として認定された

ことは埼玉県民として喜ばしい（！？）ことだと考えています。医師の少ない地

域では多職種の 連携が発達して医師不足をカバー しています。1人でも多く

の総合診療の専攻医が秩父・熊谷•利根地域で診療を経験されることを願っ

ています。

さて私たちSGFAMの5大ニュ ースをご紹介します。

①久志本舞衣子先生が家庭医療専門医の試験に合格して、『 家庭医療専門医』となりました。

②三輪佳雅先生が1年半の診療所マネ ジメントプログラムを卒業し、開業（継承）しました。

③高橋慶先生が川口診療所に着任し、臨床と教育に関わってくれました。

④松村恵浩先生が総合診療プログラム、第1号の専攻医となり、埼玉協同病院で研修をはじめました。

⑤熊谷生協病院の総合診療専門医研修プログラムが認定を受けました。来年度から専攻医を1名迎えることが決まっています。

世界的にプライマリ・ケアの重要性は認知されています。Starfield ※の一 連の研究では、プライマリ・ケアが充実すると、健康ア

ウトカムが改善し（乳幼児死亡、心血管死亡など）、医療費が低減し、健康の不公平（格差）が改善すると報告しています。少子高齢

化の問題に加えて、医療費が増え続ける社会において、これからますますプライマリ・ケアのニ ーズが高まっていくでしょう。

※http://www.globalfamilydoctor.com/lnternationallssues/BarbaraStarfield.aspx 

SGFAMセンタ ー 長

関口由希公
さいわい診療所所長

医師数の少ない埼玉県でどうやって総合診療医、家庭医を増やしていくか。

それには新しい専攻医の研修を成功させることが不可欠です。そのためにも、埼玉のプライマリ・ケアに携わる人々がネットワ

ー クを作りオ ール埼玉で研修を成功させることが大切です。

また自分たちの臨床のレベルアップをするために、プライマリ・ケアの臨床や研究を共有し、そのエビデンスを証明することも有

用です。個人的には臨床をしながら通えるプライマリ・ケア疫学コ ースなど、大学等のカリキュラム開発を期待しています。

さらにはプライマリ・ケアの指向をもつ内科専門医や他科の医師を巻き込んで、プライマリ・ケアの層を厚くしていくことも必要

になるでしょう。

医師数の少ない埼玉でこそ、総合診療医・家庭医が必要です。みなさん とともに挑戦していきたいと思います。
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